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にあって protoderm，ground meristem (基本分裂組織)， procambium (前形成層)
などとある程度区別できる promeristem(前分裂組織)，すなわち最も新しい葉始原体よ
り上の部分であって，根端とともに terminalmeristem (末端分裂組織〕になっていて，







けられている. すなわち Nageliの apicalgrowth (生長点の生長〉に関する古典的な




なわれ，最近では Wardlaw(1943-'63)羽~州， Ball (1941-'55)1-υ， Philipson (1947， 
'49)le.lgJ， Gifford (1954)13)，川田(1951)18)などによって dynamicな morphogenesis.
の研究へと発展している.生長点の内部構造については古くから現在に至るまで， Nageli 
の頂端細胞説 (Apicalcell theory)を初めとして Hansteinの原組織説(Histogen
theory)， Popham と Chanのマントル・コア説 (Mantlecore theory)， Schmidt 








いる Schmidtの tunica-corpus説に準拠することにする. すなわち主として生長点構
成細胞の分裂方向によって， anticlinal division (垂層分裂，交層分裂〉の行なわれる生




Gifford (1954)13)によればこれまでに調べられている植物の生長点は 64科， 145属，
172種にのぼるといわれている. 生長点の形態，内部構造は植物の種類によって異なり，
また同じ植物でも生育の時期によって，あるいはその条件によって変化するものである.











ミノワセダイコン (RaPhanussativus L. var. raρhanistroides MAKINO， variety 
MINOWASE)の発芽期にあるもの，すなわち従属栄養的条件下事で生長しているものと独
立栄養的条件下柿で生長しているものについて発芽1日目から8日目まで毎日生長点を含
















と反対側に葉原基が形成されるが. 生長点の丸みはあまり変わらない.5. 6. 7日目〈同











うと思われる. 5日目以降〈同 5，6， 7)には生長点、の外形にはあまり大きい変化はな
し、















V ernaliza tion 
V ernaliza tion 2日目〈図版][-2)から細胞の輪郭が明確になり， 3日目(同3)以
降になると細胞質の状態が変化し， 細胞膜が厚くなるためか， 従属栄養的条件下およ
び独立栄養的条件下の生長点にみられた繊細さに比べて粗剛さがみられる状態になる.










































ろん未分化で tunica，corpusなどの層状構造は認められない. Lanceω(Clows 1954 
より引用〉によれば，Chrysanthemum indiωmと Asttrsinensisでは， corpusは匪
には存在しなくて発芽後の栄養生長期に現われるが. tunicaは匪の時代に現われる. ダ




いて研究し.その内部構造は恒常的なものではなく. one plastochron (1薬間期)内で
はもちろん.生育に伴い，あるいは環境によって dynamicに変化することを明らかにし
ている. さらにこれは栄養条件によっても変化を示し. 窒素は水稲の生長点を tunica































に発育の段階によって異なることも考えられる. Cross (1937戸によれば Viburnum
(ガマズミ属)の tunicaの層数は相当に変異があり， Hsu (1944)141は Sinocalamusの
tunicaは一般に2層であるが， ときに1層または3層の場合があるとしている. また
Reeve (1942)叫によれば Salix(ヤナギ属).Garryaの tunicaの成層状態は時期によ
って著しい変異を表わし， Stant (1952)!8)は.Lazula. Narcissus (スイセン属〉で同様
のことをみている.







あるが， 第3期になると 2ケになる. また葉原基および子葉柄の維管束系の分化も独立
栄養的条件下の方が早く進行する. これらの事実は Wardlaw(1944， '47， '52)31-38)が
provascular tissue (前形成層〉は活発に生長じている生長点の効果に応じてのみ形成さ
れるというように，独立栄養的条件下における活発な生長点活動の反映とみられる.さら
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(図版I， I. IV. Vの各写真
の下の数字は発芽後の日数，






















の日数， x 130) 
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註 8 は2~7の観察平面を 90。回転した写真
1 
4 
7 
図版 vl
2 3 
5 6 
図版 vl
Vernalization処理中のミノワセダイコンの生長点の
頂端の横断面 (x57)
a:生長点
い葉原基
e:表皮細胞
